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１．研究背景 

中国では古くからの風習として、産後 1 ヶ月の間は「月子」（げつし）といい、その期

間に「坐月子」（ざげつし）を行うことになっている。伝統的な方法によると、「坐月子」

の１ヶ月は、母子ともに家から出ることが禁じられている。水に触れてはならず、家事は

もちろん、洗髪したり、シャワーを浴びたりすることもできないし、さらには、窓を開け

ることも許されない。そのため、「坐月子」の女性は髪を短く切っているにもかかわらず、

体臭のすることが多い。冬ならまだ我慢できるが、夏の暑い時、身体を冷やさないように

エアコンも禁止される。これも風に当たってはいけない理由と同じで、いろいろな病気に

なってしまうという理由であるが、大変辛い。 

しかし、現代の中国は現代化が極めて進んでおり、女性も新しい時代に向けて歩んでい

るにもかかわらず、先に述べたような方法が依然として最も伝統的として守られている。

このようなことから現代の中国では、女性がどのように「坐月子」（産褥期）期間を過ごす

のが科学的に望ましいのかについて、ますます話題になっている。 

２．目的 

「坐月子」は本来母体の早い回復を意図したものであるが、かえって母親の QOL を低下

させている恐れも考えられる。したがって、産婦「坐月子」の生活環境と保健指導などに

は、中国の現状に合ったものが必要である。そこで、本研究においては、「坐月子」におけ

る産婦を対象者として、産後生活の現状において、産婦の心理状態、および QOL に関連す

る要因を明らかにすることを目的とする。 

３．方法 

中国の陝西省楡林市第一医院の婦産科で、2019 年 1 月から新生児１ヶ月健診に来院した

母親で、研究協力に応じた女性 232 名に質問紙を配布し、アンケート調査を行った。質問

紙内容は、個人属性、分娩状況、坐月子の状況、SF-8、EPDS および POMS であった。得ら

れたデータについて、SF-8、EPDS、POMS を目的変数とし、個人属性、分娩状況、坐月子の

状況をそれぞれ説明変数として重回帰分析（強制投入法）を行った。分析は SPSS25.0 を用

いた。 
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４．結果 

１）個人属性項目 

①SF-8 

「年齢」（β＝.15，p＜.05）が有意な正の影響を示していた。 

②EPDS 

「年齢」（β＝-.16，p＜.05）が有意な負の影響を示していた。 

③POMS 

「緊張・不安」に対しては、「年齢」（β＝-.15，p＜.05）が有意な負の影響を、「家庭

の月収」（β＝.21，p＜.01）が有意な正の影響を示していた。 

「活気」に対しては、「職業の有無」（β＝-.15，p＜.05）が有意な負の影響を、「家庭

の月収」（β＝.18，p＜.01）が有意な正の影響を示していた。 

「抑うつ・落ち込み」に対しては、「年齢」（β＝-.15，p＜.05）が有意な負の影響を、

「職業の有無」（β＝.14，p＜.05）、「家庭の月収」（β＝.20，p＜.01）が有意な正の影響

を示していた。 

「疲労」に対しては、「年齢」（β＝-.16，p＜.05）が有意な負の影響を、「家庭の月収」

（β＝.18，p＜.01）が有意な正の影響を示していた。 

「怒り・敵意」に対しては、「年齢」（β＝-.14，p＜.05）が有意な負の影響を、「家庭

の月収」（β＝.22，p＜.01）が有意な正の影響を示していた。 

「混乱」に対しては、「家庭の月収」（β＝.22，p＜.01）が有意な正の影響を示してい

た。 

２）分娩状況に関する項目 

①SF-8 

「今までの赤ちゃんの健康状態」（β＝.26，p＜.01）、「産褥期産婦と赤ちゃんに関する

知識とスキルの理解程度」（β＝.28，p＜.01）が有意な正の影響を示していた。 

②POMS 

「活気」に対しては、「今までの赤ちゃんの健康状態」（β＝.18，p＜.05）、「産褥期産
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婦と赤ちゃんに関する知識とスキルの理解程度」（β＝.20，p＜.01）が有意な正の影響を

示していた。 

３）「坐月子」の状況に関する項目 

①SF-8 

「産後に専門的な人の指導をうけた程度」（β＝.33，p＜.01）、「坐月中に外出自由度」

（β＝.18，p＜.01）が有意な正の影響を示していた。 

②EPDS 

「産後に専門的な人の指導をうけた程度」（β＝-.16，p＜.05）、「坐月中に外出自由度」

（β＝-.16，p＜.05）が有意な負の影響を示していた。 

③POMS 

「緊張・不安」に対しては、「坐月子中に洗髪した回数」（β＝.20，p＜.05）、「坐月子

中に 1 日家で動けた時間」（β＝.15，p＜.05）が有意な正の影響を示していた。 

「活気」に対しては、「産後に専門的な人の指導をうけた程度」（β＝.32，p＜.01）、「坐

月子中に 1 日家で動けた時間」（β＝.15，p＜.05）、「坐月中に外出自由度」（β＝.16，p

＜.05）が有意な正の影響を示していた。 

「抑うつ・落ち込み」に対しては、「産前に洗髪禁止についての思い」（β＝.15，p＜.05）、

「坐月子中に洗髪した回数」（β＝.18，p＜.05）が有意な正の影響を示していた。 

「疲労」に対しては、「坐月子中に洗髪した回数」（β＝.17，p＜.05）、「坐月子中に 1

日家で動けた時間」（β＝.16，p＜.05）が有意な正の影響を示していた。 

「怒り・敵意」に対しては、「坐月子の場所」（β＝.13，p＜.05）、「坐月子中に洗髪し

た回数」（β＝.25，p＜.01）、「坐月子中に 1 日家で動けた時間」（β＝.14，p＜.05）が有

意な正の影響を示していた。 

「混乱」に対しては、「坐月子中に洗髪した回数」（β＝.18，p＜.05）、「坐月子中に 1

日家で動けた時間」（β＝.16，p＜.05）が有意な正の影響を示していた。 
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考察 

１）SF-8、すなわち、QOL については、①年齢が高く、②赤ちゃんが健康であり、③産婦

が出産に関する知識とスキルがあり、④専門的な指導をうけ、⑤外出自由度が高い場合

に高いことが分かった。 

２）EPDS、すなわち、産後うつに関しては、①年齢が高く、②専門的な指導をうけ、③外

出の自由度が高い場合に低いことが分かった。 

３）POMS、すなわち、気分状態については、以下のことが分かった。 

「緊張・不安」については、①年齢が若く、②家庭の収入が高く、③産後洗髪した回

数が多く、④産後動けた時間が多く、⑤外出自由度が低い場合に高いことが分かった。 

「活気」については、①職業があり、②家庭の収入が高く、③赤ちゃんが健康であり、

④産婦が出産に関する知識とスキルがあり、⑤専門的な指導をうけ、⑥産後動けた時間

が多く、⑦外出自由度が高い場合に高いことが分かった。 

「抑うつ・落ち込み」については、①年齢が若く、②職業なし、③家庭の収入が高く、

④産前に洗髪禁止が好き、⑤産後洗髪した回数が多い場合に高いことが分かった。 

「疲労」については、①年齢が若く、②家庭の収入が高く、③産後洗髪した回数が多

く、④産後動けた時間が多い場合に高いことが分かった。 

「怒り・敵意」については、①年齢が若く、②家庭の収入が高く、③月子センターで

坐月子を行い、④産後洗髪した回数が多く、⑤産後動けた時間が多い場合に高いことが

分かった。 

「混乱」については、①家庭の収入が高く、②産後洗髪した回数が多く、③産後動け

た時間が多い場合に高いことが分かった。 

以上から、「坐月子」中の母親の気分状態と QOL に関連する要因を、生活現状から明ら

かにすることができた。そして、本研究の結果に従い、坐月子の状況に対して、産後うつ

の予防・改善が優先的な課題であると考えられた。QOL の向上、気分状態の改善もあらた

めて検討する必要があるだろう。 
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